
 

平成２９年度 第１回 櫛引地域振興懇談会 
 

             日 時  平成２９年７月２１日(金) 

                午後３時 

        場 所  櫛引庁舎第１会議室 
 

― 次 第 － 
 

〔委嘱状交付〕 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 
 

３ 委員・職員紹介（自己紹介） 

 

４ 会長・副会長の選出 

 

５ 協  議 

（１）次期総合計画の策定に向けた意見交換について 
 

 

 

 

 

（２）その他 
 

 

 

 

６ そ の 他 
 

 

 

 

７ 閉  会 

 

 



No. 役職名または職業 氏  　名 備  考

1 　櫛引区長会 会　長 成　田　　　勇

2 　櫛引自治公民館連絡協議会 会　長 木　村　英　俊

3 　庄内たがわ農業協同組合 理　事 菅　原　　　勝

4 　出羽商工会櫛引支部 代表理事 武　田　啓　之 欠席

5 　櫛引観光協会 会　長 小　林　良　市

6 　櫛引地区民生児童委員協議会 会  長 遠　藤　　　勉

7 　櫛引地区PTA連合会 会  長 薮　田　　　透 欠席

8 　鶴岡市櫛引体育協会 会  長 佐　藤　正　幸

9 　公益財団法人黒川能保存会 業務執行理事 上　野　由　部 欠席

10 　鶴岡市老人クラブ連合会櫛引支部 支部長 佐　藤　治郎作 欠席

11 　櫛引地域婦人会 会　長 清　和　ふみ子

12 　民宿松べえ 自営業 釼　持　澄　子

13 　株式会社産直あぐり取締役 農　業 鈴　木　光　秀

14 　鶴岡市農業委員 農　業 重　松　美　鈴 欠席

15 　黒川まるいし農場 農　業 小　林　範　正 欠席

【出席職員名簿】

No. 役職名 氏  　名 備  考

1 櫛引庁舎 支所長 小　田　　　仁

2 企画部 地域振興課 課　長 佐　藤　光　治

3 櫛引庁舎 総務企画課 課　長 佐　藤　　　浩

4 櫛引庁舎 市民福祉課 課　長 天　然　せ　つ

5 櫛引庁舎 産業建設課 課　長 宮　崎　　　哲

6 櫛引庁舎 総務企画課 総務地域振興専門員 冨　樫　延　弘

7 櫛引庁舎 総務企画課 専門員 鈴　木　直　司 事務局
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鶴岡市地域振興懇談会設置要綱 
平成 27 年 4 月 1 日 

訓令第 21 号 
（設置） 

第１条  

鶴岡市における地域振興の推進にあたり、幅広い視点から意見交換・議論を行い、今後の取

組の方向性やより良い振興策・活性化策の検討に資するため、鶴岡市地域振興懇談会（以下「懇

談会」という。）として、次の各号に掲げる区域を対象とする当該各号に定める懇談会を置く。 

(１) 藤島地域の区域  藤島地域振興懇談会 

(２) 羽黒地域の区域  羽黒地域振興懇談会 

(３) 櫛引地域の区域  櫛引地域振興懇談会 

(４) 朝日地域の区域  朝日地域振興懇談会 

(５) 温海地域の区域  温海地域振興懇談会 

（所掌事務） 

第２条 懇談会は、次に掲げる事項について協議する。 

(１) 地域振興計画に関する事項 

 (２) 地域課題及び地域活性化全般に関する事項 

(３) その他市長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 懇談会は、各々委員１５人以内で組織する。 

２ 委員は、各区域に住所を有する者又は鶴岡市に住所を有し、各区域に存する事務所等に勤務し

ている者で、次の各号に掲げるもののうちから、市長が委嘱する。 

(１) 公共的団体等を代表する者 

(２) 有識者 

（任期及び失職） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から同日の属する年度の翌年度の３月３１日までとする。ただし、

委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員の再任は、妨げないものとする。 

（会長及び副会長） 



 

第５条 懇談会に会長及び副会長１人を置き、委員の互選によって定める。 

２ 会長は、会務を総理し、懇談会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 懇談会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。 

２ 会議の議長は、会長が務める。 

３ 会議は、公開とする。ただし、議長が必要と認めるときは、会議に諮った上公開しないことが

できる。 

（庶務） 

第７条 懇談会の庶務は、各区域を所管する地域庁舎の担当部署において処理する。 

（その他）  

第８条 この要綱に定めるもののほか、懇談会の運営に関し必要な事項は別に定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成27年4月１日から施行する。 

 （最初に委嘱される委員の任期の特例） 

２ この要綱の施行後最初に委嘱される委員の任期は、第4条第1項本文の規定にかかわらず、平成

29年3月31日までとする。 

   附 則 

この要綱は、平成29年4月1日から施行する。 

 



【第１会議室】
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平成 29年度 櫛引庁舎重点施策について 

Ⅰ 櫛引庁舎の主な取組み 

１．櫛引の特性を生かした地域振興 

櫛引地域では、少子高齢化の進行や社会経済状況の変化を踏まえつつ、基幹

産業である農業の振興と豊かな歴史文化資源の継承、活用を基本として、地域

振興ビジョンの三つの柱にもとづく各種プロジェクトを一体的に推進する。 

 

（１）フルーツの里づくり 

   櫛引地域農業の強みである果樹生産を一層振興し、観光果樹園や加工、直

売の６次産業化も促進しながら、地域農業の活性化を図る。 

・国の果樹経営支援対策事業など各種支援策による生産の振興 

・担い手育成、組織化に向けた調査研究活動への支援 

・「フルーツの里」ブランド化支援事業 

 

（２）グリーン・ツーリズムと観光の推進 

  農業体験や農家民宿、産直、観光果樹園などと、自然や歴史文化などの

地域資源を活用したネットワークを形成し、交流人口の拡大を図る。 

・都市農村交流促進事業 

・地域資源活用農家民宿支援事業 

・くしびき夏のイベント推進事業 

・温泉入浴施設及び市営スキー場の適切な管理運営の推進 

 

（３）歴史と文化の里整備 

  黒川能や丸岡城跡などの貴重な歴史文化資源と、これらの連綿とした地

域の伝承活動を確実に保存継承しながら、さらに価値を高めていく取り組

みを推進する。 

・黒川能保存伝承支援事業 

・能楽青年交流事業 

・丸岡城跡史跡公園利用促進事業 

  

２．地域コミュニティの活性化 

（１）地域コミュニティ機能の維持・充実 

  少子高齢化の影響や地域への帰属意識の低下等により集落機能の弱体化

が進んでいる状況から、櫛引地域の特性や資源を生かし、コミュニティ機

能の維持、充実に向けた取り組みを推進する。 

・ケーブルテレビジョンによる地域情報化の推進 

  



 
 

（２）協働の地域づくりの推進 

  地域の声と力を活かした地域づくりを推進するための仕組みや議論の場

づくりに努めながら地域課題解決に向けた住民主導の取り組みを支援する。 

・地区担当職員による集落懇談会等の開催 

・車座ミーティング、地域振興懇談会の開催  

・若者による「こしゃってマルシェ」等の 

地域活性化イベントへの支援 

 

３．行財政改革の推進 

  行財政改革大綱の実施計画及び推進プランに基づき、事務事業や公共施

設の見直しについて、地元自治組織や関係団体等の理解と協力を得ながら

取り組みを進める。 

・櫛引公民館の機能・運営手法の見直し（指定管理者制度の導入） 

・ほのかたらのきだい、たらのきだいスキー場、くしびき温泉ゆ～Town 

 の施設のあり方検討 

 

Ⅱ. 各課の主な取組み 

【総務企画課】 

（１）丸岡城跡史跡公園管理運営事業…3,100 千円 

山形県史跡「丸岡城跡」と鶴岡市有形文化財「日向家住宅」を移築復元し

たガイダンス施設を保存、活用して、文化財保護の普及と啓発を図りながら、

地域の歴史や伝統文化の継承活動、観光誘客などに 

活かして地域活性化を推進する。 

・ガイダンス施設（楽朋館）を含む丸岡城跡史跡 

公園の管理運営 

・荘内加藤清正公忠廣公遺蹟顕彰会の支援 

 

（２）丸岡城跡史跡公園利用促進事業（地域活性化事業）…220 千円 

平成 28 年 7 月に開館した楽朋館の利用促進を図るため、文化財や歴史等

について学び、活かす場を作りながら交流人口の拡大を図る。また、顕彰す

る団体の活動を支援することで、文化財等の保存継承に対する機運の高まり

を促進する。 

・観光ガイド養成と歴史講座 

・加藤家三代ゆかりの地の交流会 

 

（３) 黒川能保存伝承支援事業（地域活性化事業）…484 千円 

  櫛引東小学校児童への仕舞や囃子の指導と練習成果の発表などを通じて、

伝統芸能への誇りや郷土愛を育み、後継者育成につながる事業を支援する。 



 
 

また、黒川能にゆかりのある識見者の講演などによる「黒川能保存伝承研

究会」を支援して、黒川能の価値認識を深め、青年、女性を含めた住民各層

の関わりを強めることで、保存伝承に対する機運の  

醸成を図る。 

・後継者育成事業 

・第 10 回黒川能保存伝承研究会（11 月下旬予定）  

黒川能伝統食のアレンジメニューづくりと講演会 

  

（４）黒川能保存伝承組織の支援…2,659 千円 

黒川能の保存伝承について、就業構造の変化や少

子高齢化が進行する環境の中にあって、意欲的な活

動を展開している「公益財団法人黒川能保存会」や

「黒川能上座・下座」に対して、安定した組織運営

となるよう継続して支援する。 
・黒川能保存会運営補助金、黒川地区農業村落振興 

会後継者育成事業補助金 
 
（５）能楽青年交流事業（地域活性化事業）…400 千円 

首都圏の大学生や青年の能楽研究会などの合宿

や練習会を誘致し、黒川能役者との交流の場を設け

ることで、能楽を志す者どうしの人的交流と情報発

信を行い、黒川能の伝承促進に向けた事業に対して

支援する。 
・国学院大学能楽研究会を受入れ予定 

稽古は黒川能伝習館能舞台、宿泊は農家民宿、王祇会館での交流会 

 

（６）若者グループによる活動への支援 

平成 28 年 11 月に「2016 やまがた公益大賞」を 

受賞した鶴岡まちづくり塾櫛引グループが季節ご

とに開催する「こしゃってマルシェ」や、県の緑環

境事業補助金を活用した「森と木のべんきょう会」

など、地域の魅力を高める活動に対して支援する。 

・こしゃってマルシェ 春・夏・秋・冬 

・森と木のべんきょう会 

 

（７）地域づくり懇談会の全地区開催 

地区担当職員を 21 地区（集落）に 3 名ずつ配置し「地域づくり懇談会」

を全地区で開催する。形骸化しないように各地区の要望を把握し、テーマを

工夫して、地区民と地区担当職員の意見交換が充実するように取り組む。 



 
 

【市民福祉課】 

（１）健康づくり、介護予防事業の推進 

健康寿命の延伸を図るため、保健福祉推進員や食生活改善推進員と連携し、

がん検診及び健診の受診率向上と生活習慣病予防、高齢者の介護予防事業を

推進する。 

また、こころの健康づくりの重点地域の指定を受けていることから、引き

続き正しい知識を備えた「こころの健康づくりサポーター」の育成に努める。 

・櫛引地域健康と福祉のつどい 

・各地区健康教室（櫛引地域保健福祉推進員会と共催） 

・こころの健康づくりサポーターの育成 
・櫛引地域いきいき健康クラブ運営事業の委託…900 千円 

・ＫＣＴ番組「健康ワンポイント」及び「みんなの貯筋（ちょきん）体操」 

（櫛引・朝日版テレビ体操）の放映 

 
（２）子育て支援の推進 

  平成 28 年度から全市事業として実施している「ことばの教室」について

関係機関等との連携により就学前児童の言語環境の改善に取り組む。 
また、子育て支援機能の充実を目指して地域の子育てに関する課題等につ

いて関係機関の情報共有を図る。 
・ことばの教室（子ども家庭支援センター主管） 
・櫛引子育て支援連絡協議会 

 
（３）高齢者が生きがいをもって安心して生活できる地域づくりの推進 

地域の高齢者を対象とした各種事業の実施を通して、高齢者の生きがいづ

くりを推進するとともに、関係機関が密接に連携しながら高齢者の安全・安

心な暮らしを支える取り組みを進める。 
・櫛引地域敬老会 

・老人クラブの活動支援（運営及び健康づくり事業） 

・「災害時における要援護者リスト＆マップ」 

の作成・更新 

・「くしびき安心カード」の普及 

 

【産業建設課】 

（１）「フルーツの里」ブランド化支援事業（地域活性化事業）…372 千円 

観光組織や生産団体、行政等の連携を強化し情報 

発信することで、フルーツの里としてのブランド化 

を推進する。紹介所を含む観光果樹園の取り組みを 

支援し、グリーン・ツーリズムの拠点としてさらな 

る信用の獲得を目指す。また、園地情報の整備、生 



 
 

産者と消費者、異業種経営者、新規就農者等を取り込んだ形での情報交換、

研修等に取り組むことで担い手育成と６次産業化を推進し、経営の安定を支

援していく。 

 

（２）くしびき夏のイベント推進事業（地域活性化事業）…360 千円 

７月の最終土曜日に、第 34 回となる黒川能野外能楽「水 の能」を開催

し、観光施設や農家民宿とも連携しながら、県内外からの更なる誘客を図る。 

連日開催の「くしびき夏まつり 2017」でも地域

芸能の発表の場を設定し、各地域の魅力を紹介しな

がら、農・商・工・観が連携した一大イベントとし

て櫛引地域の一体感の醸成及び賑わいの創出、地域

の活性化を図る。 
・夏まつり：7 月 28 日(金)※予定 

・水焔の能：7 月 29 日(土) 

 

（３）都市農村交流による農産物販路拡大支援事業（地域活性化事業）…174 千円  

横浜市立青木小学校（平成 6 年～）や神奈川の鎌

倉女子大学（平成 21 年～）との交流を基盤に、出

前授業や修学旅行、農業体験の受け入れ、産直販売

交流などについて支援を継続する。 

・青木小の受入れ：9 月 24 日(日)～26 日(火) 

・ホームステイ、学校交流（櫛引 3 校）、農業体験 

（稲刈り、カブ収穫漬け込み、果樹収穫出荷） 

 

（４）地域資源活用農家民宿支援事業（地域活性化事業）…100 千円 

全国から訪れる黒川能（王祇祭ほか年 6 回）の観

能客などを対象に、四季を通じた宿泊、体験、食の

もてなしを提供できる場として、「黒川能の里」な

らではの農家民宿による受け入れ体制を構築して

地域活性化を目指す。 

・黒川能の里の会（構成員 9 人、開業 5 人） 

 

（５）くしびき温泉ゆ～Town 管理運営事業…13,020 千円 

施設の安定経営に向け、集客につながる施設や設備の改修も行いながら、

地域住民の健康増進と安らぎの場の提供を運営方針とし、利用者の確保に努

める。 
・源泉ポンプ交換整備工事 

 
 



 
 

（６）櫛引たらのきだいスキー場管理運営事業…54,505 千円 

ナイター設備や市街地からの近さなど、ファミリー向けスキー場という立

地特性を生かしながら、本市のスポーツ・レクレーションと観光の拠点とし

て安定経営に努める。 
 ・圧雪車の更新 

 
<建設関係> 

（１）冬期間の通勤・通学など生活路線を確保する防雪柵の整備 

・市道小在家大杉線防雪柵整備事業【継続】 
（全体延長 L=700m H28(繰越事業)L=300m 残 L=120m 

  
（２）産業活動を支援する道路ネットワークの整備（庄内南工業団地内企業産

業活動支援） 

・市道庄南５号線道路改良事業【継続】 
（全体延長 L=280m H29 は用地買収・物件補償・工事）完了予定 

 
（３）その他改良工事等 

・神明前茶屋川原線表層改良【継続】 

（全体延長 L=790m H28(繰越事業)L=280m H29 は L=180m)完了予定 

・山の外小文地楯線道路改良【継続】 

（全体延長 L=1,050m H29 は L=90m）完了予定 

 

・道路新設改良単独事業 

道路改良 1 路線・舗装改良 2 路線・側溝整備 1 路線・防護柵 1 路線 

・道路維持事業 

舗装補修・側溝補修・交通安全施設整備 
 



事　業　名 事　業　概　要 予算額（千円）

公民館類似施設整備等補助金
公民館類似施設の修繕補助金
市全体予算6,000千円
田代公民館外壁改修403千円を含む

403

ケーブルテレビ運営費
音声告知放送システム設備更新
制御パソコン等の更新、制御ソフトのアップグレード

10,000

10,403

森林公園等施設管理事業
施設修繕料（生き活きべんとう村木製階段・登山道路手
すりの修繕）

710

くしびき温泉ゆ～Town管理運営事業
くしびき温泉ゆ～Town施設改修工事費
（源泉ポンプの交換・整備）

5,020

観光一般事業 丸岡城跡案内誘導看板塔修繕料 630

たらのきだいスキー場管理運営事業 機械器具購入費（圧雪車購入費） 35,000

41,360

庄南５号線道路改良【継続】
全体延長L=280m
H29は用地買収・物件補償・工事
完了予定

41,783

神明前茶屋川原線表層改良【継続】
全体延長L=790m
H29は工事　完了予定

6,300

防雪柵整備
(社会資本整備総合交付金）

小在家大杉線防雪柵整備【継続】
全体延長L=700m　　H28(繰越事業)
L=300m  残L=120m

49,000

道路新設改良事業
(辺地対策事業)

山の外小文地楯線道路改良【継続】
全体延長L=1050m
H28は補償・工事L=90m完了予定

7,520

道路新設改良事業
(単独事業)

道路改良：柳沢1号線(用地・補償)
舗装改良：中学校板井川線他１路線舗装
側溝整備：杉下線側溝改良
防護柵：松根羽黒線防護柵
（うち2路線はゼロ市債で早期発注予定）

25,710

道路維持事業
舗装補修・交通安全施設整備
（予算額は見込み）

3,200

133,513

林道専用道大坂山天狗森線開設事業
林道専用道大坂山天狗森線【継続】
 代字天狗森～羽黒町荒川字大坂間の開設
延長Ｌ＝3000ｍ　Ｈ２９　工事費

39,000

県営経営体育成基盤整備事業
 代地区ほ場整備事業負担金【継続】
ほ場整備による区画整理
池の俣沢団地及び天狗森団地24.8ha

2,800

41,800

道路公共事業
（社会資本整備総合交付金）

小計

小計

農
山
漁
村
振
興
課
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業
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小計

平成29年度　櫛引庁舎主要事業調書

１．主要投資事業

小計
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事　業　名 事　業　概　要 予算額（千円）

（地域活性化事業）

黒川能保存伝承支援事業

黒川能は、演能を支える能座員が減少傾向にあるこ
と、また、少子化による後継者育成が課題となっている
ことから、黒川能に造詣が深い方を講師に迎え研究会
を開催し、能を通じての人的交流を進めながら地域の
活性化を図るとともに、能座員の保存伝承に対する機
運の醸成を図る。
○黒川能保存伝承研究会
　 奥田政行シェフによるメニュー作りと講演会
○東小児童への仕舞・謡などの指導

484

（地域活性化事業）

能楽青年交流事業

首都圏の大学の能楽研究会などの合宿を誘致し、黒
川能の若手役者との交流の場を設けることにより人的交
流を行い、伝承に向けた契機とする。
○平成28年度法政大学能楽研究会　学生１１名
   平成29年度国学院大学を予定

400

（地域活性化事業）

丸岡城跡史跡公園利用促進事業

鶴岡市全域を対象として、歴史文化を愛する人々に
広く呼びかけながら、丸岡城跡史跡公園のガイド養成
事業を開催するとともに、本市で開催される加藤家三代
ゆかりの地の交流会を支援し、顕彰者の確保と交流人
口の拡大を図る。
○丸岡城跡観光ガイド養成と歴史講座
○加藤家三代ゆかりの地の交流会

220

婚活支援事業

結婚適齢期にある若者の未婚化・晩婚化の対策のた
め、市全体での取組みに連携協力していく。
○地域団体による婚活事業への支援（松根塾等）
○鶴岡コンシェルジュ（櫛引６名）との連携強化

―

若者による賑わい創出イベントの
開催支援

鶴岡まちづくり塾櫛引グループのメンバーが中心にな
り立ち上げている「くしびきこしゃってプロジェクト」が開
催する「こしゃってマルシェ」等の開催を支援していく。
○平成27年度 4回の開催（4,700人来場）
   平成28年度 4回の開催（3回までで3,350人来場）
   平成29年度 4回の開催（全市拡大版を検討中）
○他に県みどり豊かな森林環境づくり推進事業、つるお
か若者活動支援事業等の補助事業活用予定

―

市
民
福
祉
課

いきいき健康クラブ運営事業

「高齢者の介護予防事業」の位置づけのもと、閉じこも
りや認知症予防と健康維持、交流や生きがいづくりを目
的とした各地区の「いきいき健康クラブ」を支援するとと
もに、全体交流会を開催する。
○平成28年度は１6地区で実施。（登録人数７09名）

平成29年度も引き続き実施する一方、「介護予防・日
常生活支援総合事業」（通称：総合事業）の一般介護予
防事業の推進の動向を見据えながら対応する。

900

総
務
企
画
課

２．主要ソフト事業



(地域活性化事業)

「フルーツの里」ブランド化支援事業

多品目栽培の果樹産地という地域の特長を生かし、フ
ルーツの里としてのブランド化を推進する。

果樹生産者や観光果樹園、直売所、観光施設が連携
し推進協議会を設置して事業を推進する。

観光果樹園や直売施設、観光施設等が連携し、顧客
の信用獲得と経営の安定に向けた取り組みを進める。
また、推進協議会内に「フルーツの里ブランド化推進委
員会」を設置し、生産者、消費者、異業種経営者、新規
就農者等による後継者育成や生産振興の取組みを推
進する。
○観光果樹園組織の立ち上げ支援
　 観光果樹園紹介所の運営支援とＰＲ
○主要な観光施設や農家レストラン･農家民宿の食文
化との連携
○担い手育成と六次産業化支援
○ブランド化推進委員会による意見交換、研修等の実
施、等

372

 (地域活性化事業)

くしびき夏のイベント推進事業

7月最終土曜日に開催予定の「水焔の能」とその前日
に開催予定の「くしびき夏まつり」を櫛引地区の夏の二
大イベントとして開催するもの。開催にあたっては商工
団体、農業団体、観光団体の三者をもって実行委員会
を組織し、市が共催する形で運営補助金の拠出と人的
支援を行う。
※水焔の能予算は観光で別途計上
「くしびき夏まつり2017」
日時：平成29年7月28日(金)（予定）
場所：櫛引総合運動公園野外ステージ
内容：商業者等による展示販売、農業団体による農産
物等販売、子ども向けコーナーの設置（バルーンアー
ト、バッテリーカー、縁日コーナーなど）、ステージアトラ
クションの実施（伝統芸能の発表、歌謡ショー）

360

(地域活性化事業)

都市農村交流促進事業

ＪＡ庄内たがわ青年部櫛引支所が、長年にわたり横浜
市立青木小学校の修学旅行受け入れや鎌倉女子大学
との交流、神奈川区民祭への参加などを通じて培って
きた交流活動を起点として、首都圏に鶴岡を知る多くの
ファンを作りながら、農業・食料の大切さを知ってもらう
活動や鶴岡農産物のPR、販売拠点の開拓などの取り
組みを支援する。加えて、民泊などに協力する地域住
民や農業体験受入れの農業関係団体、学校間交流の
教育関係機関などを巻き込みながら地域全体の活性化
に資する。
○青木小稲作授業、青木小修学旅行受入れ（9/24～
26）、 青木小ふれあいまつりでの販売
○鎌倉女子大農業体験学習受入れ、鎌倉女子大みと゛
り祭での販売

174

(地域活性化事業)

地域資源活用農家民宿支援事業

平成28年度に引き続き、農家民宿による地域活性化
グループの「黒川能の里の会」を支援することにより、地
域特有の黒川能などの郷土芸能や風土、食文化、農産
物等を活用した農家民宿の集積を促進し、「特徴あるグ
リーン・ツーリズムの展開」、「交流人口の拡大」、「地域
農産物の直接販売の拡大」による地域全体の多面的な
収益の拡大と活性化を目指すもの。（3年目）
※「黒川能の里の会」の活動に対する支援を行う。
○農家民宿の運営や観光客受入など体制確立に向け
た支援宿泊メニューの開発、お土産品の開発等への支
援
○農家民宿の資質向上や新規開設に向けた支援先進
地視察、料理講座、各種研修会の実施

100
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